
ＡＲＫへの提供原稿 

 

職場における労働衛生基準が変わりました。 

～照度、便所、救急用具等に係る改正を行いました～ 

 

 令和３年 12 月１日に「事務所衛生基準規則及び労働安全衛生規則の一部を改正する省

令」が公布され、職場における一般的な労働衛生基準が見直されました。事務所における

照明の基準のほか、事務所その他の作業場における清潔、休養などに関する労働衛生基準

は、次によることとしてください。 

 詳しくは、厚生労働省ホームページ

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000207439_00007.html 

によりご確認ください。 

 

主な項目 見直しのポイント 

照度 （R4.12.1 施行） 

【事務所のみ】 

 

・事務作業における作業面の照度の作業区分を２区分とし、

基準を引き上げた。 

一般的な事務作業 300 ルクス以上 

付随的な事務作業 150 ルクス以上 

・個々の事務作業に応じた適切な照度については、作業ごと

に JIS Z 9110 などの基準を参照する。 

便所 

※便所を男性用と女性

用に区別して設置す

る原則は維持 

・男性用と女性用の便所を設けた上で、独立個室型の便所注

を設けたときは、男性用及び女性用の便所の設置基準に一

定数反映させる。 

・少人数（同時に就業する労働者が常時 10 人以内）の作業

場において、建物の構造の理由からやむを得ない場合など

については独立個室型の便所で足りるものとした。既存の

男女別便所の廃止などは不可。 

・従来の基準を満たす便所を設けている場合、変更は不要。 
注）独立個室型の便所：男性用と女性用を区別しない四方を壁等で

囲まれた一個の便房により構成される便所 

シャワー設備等 
設ける場合は誰もが安全に利用できるようにプライバシー

にも配慮する。 

休憩の設備 
事業場の実情に応じ、広さや設備などを検討することが望ま

しい。 

休養室・休養所 

・随時利用が可能となるよう機能を確保する。 

・入口・通路からの目隠し、出入り制限等、設置場所等に応

じ、プライバシーと安全性の両者に配慮する。 

作業環境測定 

【事務所のみ】 

一酸化炭素、二酸化炭素濃度の測定機器は、検知管に限らず

同等以上の性能を有する電子機器等も可である旨を明示し

た。 

救急用具の内容 

作業場に備えるべき救急用具・材料について、一律に備えな

ければならない具体的な品目についての規定を削除した。 

職場で発生することが想定される労働災害等に応じ、応急手

当に必要なものを産業医等の意見、衛生委員会等での調査審

議、検討等の結果等を踏まえ、備え付けることとした。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000207439_00007.html


 


